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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗い場パンからの排水が流れる洗い場パン排水トラップと、
浴槽からの排水が流れる浴槽排水トラップと、
浴槽を設置する浴槽パンからの排水が流れる浴槽パン排水トラップと
を備えると共に、
浴槽排水トラップからの排水が流れる第１排水路と、洗い場パン排水トラップから排出さ
れる排水が流れる第３排水路とを合流部で合流させると共に、浴槽パン排水トラップから
の排水が流れる第２排水路を、合流部又は第３排水路のいずれかに合流させて、共通の排
水管で排水するようにしたトラップ装置であって、
上記合流部に接続される空気吸入管を備え、
空気吸入管の途中に、封水を溜めるトラップ部と、トラップ部と合流部との間に介在され
て流出口が流入口よりも上方に配置された水溜め部とを設け、
上記空気吸入管の吸気口を浴槽パン排水部に開口させると共に、該吸気口を洗い場パン排
水トラップの封水が切れる下限水位よりも高い位置で且つ浴槽パン排水部の封水の上限水
位よりも低い位置に配置するか、
又は、
上記空気吸入管の吸気口を洗い場パンに開口させると共に、該吸気口を洗い場パン排水ト
ラップの封水が切れる下限水位よりも高い位置で且つ洗い場パンの封水の上限水位よりも
低い位置に配置した
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ことを特徴とするトラップ装置。
【請求項２】
　上記浴槽排水トラップ及び浴槽パン排水トラップの封水が切れる下限水位が、上記洗い
場パン排水トラップの封水が切れる下限水位と同じ水位か或いはそれよりも低い水位であ
ることを特徴とする請求項１記載のトラップ装置。
【請求項３】
　上記空気吸入管内の封水量が上記各排水トラップ内のそれぞれの封水量よりも少なくな
るように、空気吸入管の径を細く形成したことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の
トラップ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、トラップ装置に関し、詳しくは排水トラップの封水切れによる騒音発生を未然
に防止するための技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、洗い場パンからの排水が流れる洗い場パン排水トラップと、浴槽からの排水
が流れる浴槽排水トラップと、浴槽を設置する浴槽パンからの排水が流れる浴槽パン排水
トラップとを備えると共に、浴槽排水トラップからの排水が流れる第１排水路と、浴槽パ
ン排水トラップからの排水が流れる第２排水路と、洗い場パン排水トラップから排出され
る排水が流れる第３排水路とを合流部で合流させて共通の排水管で排水するようにしたト
ラップ装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところが上記特許文献１に示された従来例では、浴槽内の大量の水を排水する場合或い
は洗い場パン上の大量の水を排水する場合には、合流部に大きな負圧が発生して、排水が
行なわれない排水トラップに溜められている封水が合流部側に強く引き込まれて封水切れ
を起こし、この場合、封水切れ状態で空気が吸い込まれる際に不快な「ゴボゴボ音」が発
生するという問題があった。
【特許文献１】特開２００５－２８２１２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、通常時は空気吸入管内を封
水で水密的に封止できるものでありながら、排水時における合流部の負圧発生時には空気
吸入管内に空気経路が形成され、合流部で発生した負圧を低下させることができ、排水ト
ラップの封水切れを防いで封水切れの際の騒音発生を防止できるようにしたトラップ装置
を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明は、洗い場パン５からの排水が流れる洗い場パン排水
トラップ６と、浴槽１からの排水が流れる浴槽排水トラップ２と、浴槽１を設置する浴槽
パン３からの排水が流れる浴槽パン排水トラップ４とを備えると共に、浴槽排水トラップ
２からの排水が流れる第１排水路７と、洗い場パン排水トラップ６から排出される排水が
流れる第３排水路９とを合流部３６で合流させると共に、浴槽パン排水トラップ４からの
排水が流れる第２排水路８を、合流部３５又は第３排水路９のいずれかに合流させて、共
通の排水管で排水するようにしたトラップ装置であって、上記合流部３６に接続される空
気吸入管１０を備え、空気吸入管１０の途中に、封水を溜めるトラップ部１８と、トラッ
プ部１８と合流部３６との間に介在されて流出口１９ｂが流入口１９ａよりも上方に配置
された水溜め部１９とを設け、上記空気吸入管１０の吸気口２５を浴槽パン排水部３０に
開口させると共に、該吸気口２５を洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限水位Ｌ
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１よりも高い位置で且つ浴槽パン排水部３０の封水の上限水位Ｌ２よりも低い位置に配置
するか、又は、上記空気吸入管１０の吸気口２５を洗い場パン５に開口させると共に、該
吸気口２５を洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限水位Ｌ１よりも高い位置で且
つ洗い場パン５の封水の上限水位よりも低い位置に配置したことを特徴としている。
【０００６】
　このような構成とすることで、通常時は空気吸入管１０の吸気口２５を浴槽パン排水部
３０又は洗い場パン５のいずれかの封水の上限水位Ｌ２よりも低くすることで、空気吸入
管１０はそのトラップ部１８内の封水によって水密的に封止される。一方、浴槽水の排水
時に合流部３６で大きな負圧が発生すると、空気吸入管１０内の封水に対して引き込み力
が作用して、浴槽パン排水部３０又は洗い場パン５のいずれかの封水水位が空気吸入管１
０の吸気口２５よりも低くなり、この段階で空気吸入管１０の吸気口２５が浴室内に開放
されて、浴室内の空気が空気吸入管１０に吸引される。このとき、空気吸入管１０内の封
水がトラップ部１８から水溜め部１９内に移動するが、水溜め部１９の流出口１９ｂは流
入口１９ａよりも上方に配置されているため、流入口１９ａから流入した封水は流出口１
９ｂから抜け出ることができずに水溜め部１９の底部に押し込められた状態で保持され、
この状態で水溜め部１９内には流出口１９ｂから流入口１９ａに抜ける空気通路が形成さ
れ、水溜め部１９から抜け出た空気が合流部３６に吸引されることにより、合流部３６内
部に満たされた水中に吸引された空気が混入することで、合流部３６の負圧が低下して洗
い場パン排水トラップ６の封水切れを防止できる。またこのとき空気吸入管１０の吸気口
２５は洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限水位Ｌ１よりも高い位置に配置され
ているので、洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる前に、合流部３６の負圧を低下さ
せることができ、洗い場パン排水トラップ６の封水切れによる不快な「ゴボゴボ音」の発
生を防止できる。
【０００７】
　また、上記浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ４の封水が切れる下限水位が
、上記洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限水位Ｌ１と同じ水位か或いはそれよ
りも低い水位であるのが好ましく、この場合、浴槽排水時又は洗い場排水のいずれの場合
も、排水トラップの封水切れによる不快な「ゴボゴボ音」の発生を防止できるようになる
。
【０００８】
　また、上記空気吸入管１０内の封水量が上記各排水トラップ２、４、６内のそれぞれの
封水量よりも少なくなるように、空気吸入管１０の径を細く形成するのが好ましく、この
場合、空気吸入管１０内の封水量を少なくすることで、合流部３６内の負圧発生時には、
空気吸入管１０内の封水が最も早く引き込まれて合流部３６内への空気吸引が迅速に行な
われるようになる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明にあっては、通常時は空気吸入管内を封水で水密的に封止できるものでありなが
ら、合流部の負圧発生時には排水トラップの封水が切れる前に、空気吸入管内に浴室内に
開放された空気経路を形成でき、合流部で発生した負圧を低減させることができる結果、
排水トラップの封水切れを防いで、封水切れ状態で空気が吸い込まれる際の騒音発生を防
止できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
【００１１】
　浴室を構成する浴室ユニットＡは、図１に示すように、浴槽１を設置する浴槽パン３と
、洗い場パン５とで構成される床パンの周囲に、図示省略した壁パネル及びドアを有する
出入り口枠をそれぞれ立設し、壁パネル及び出入り口枠で囲まれた部分の上端部に天井パ
ネルを配設して構成してある。
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【００１２】
　該浴室ユニットＡからの排水は、浴槽１からの湯水の排水、浴槽１を設置する浴槽パン
３からの湯水の排水、洗い場パン５からの湯水の排水の３種類の排水があり、本例におい
ては、この３種類の排水がそれぞれ個別に流れる３種類の排水トラップ、つまり、浴槽１
からの排水が流れる浴槽排水トラップ２と、浴槽１を設置する浴槽パン３からの排水が流
れる浴槽パン排水トラップ４と、洗い場パン５からの排水が流れる洗い場パン排水トラッ
プ６とを備えている。
【００１３】
　図１中のＬは通常時の封水ラインであり、Ｌ１は洗い場パン排水トラップ６の封水が切
れる下限水位であり、Ｌ２は浴槽パン排水部３０の封水の上限水位である。なお図１、図
１１～図１５では、図面の理解を容易にするために浴槽排水トラップ２と浴槽パン排水ト
ラップ４の高さを異ならせているが、実際は横方向に同じ高さで並設されている。
【００１４】
　図２に示すトラップ装置２２には、浴槽排水トラップ２と、浴槽パン排水トラップ４と
、洗い場パン排水トラップ６とが設けられている。
【００１５】
　トラップ装置２２は、図２～図４に示すように、浴槽パン３側に固定される浴槽側トラ
ップ本体部２３と、洗い場パン５側に固定される洗い場側トラップ本体部１６とを備えて
いる。なお図３中の５１はヘアキャッチャーである。
【００１６】
　浴槽側トラップ本体部２３は、浴槽排水トラップ２の主体となるもので、上方に開口し
た有底筒状をしている。浴槽側トラップ本体部２３の側壁には、第１排水筒部２７と、第
２排水筒部２８と、空気吸入管１０とが横方向から接続されている。空気吸入管１０は一
端が吸気口２５となり、他端が合流部３６に連通する吐出口となっている。
【００１７】
　浴槽側トラップ本体部２３に設けられるエルボ１１には、図５に示すように、第２排水
筒部２８に連通する第２排水口部３１と、空気吸入管１０の吸気口２５とが設けられ、エ
ルボ１１内に挿入されて流路を仕切るエルボカバー１３（図２、図４）には、第１排水筒
部２７に連通する排水穴５０が設けられている。
【００１８】
　浴槽排水口２４からの排水は、排水穴５０を介して第１排水筒部２７内に溜められて浴
槽排水トラップ２が構成される。また、浴槽パン排水部３０からの排水は、第２排水口部
３１を介して第２排水筒部２８内に溜められて浴槽パン排水トラップ４が構成される。ま
た、浴槽パン排水部３０からの排水は、空気吸入管１０の吸気口２５からトラップ部１８
内に溜められるようになっている。
【００１９】
　一方、洗い場側トラップ本体部１６は上方に開口した有底筒状をしており、内部には洗
い場パン排水トラップ６を構成する封水筒１７が嵌め込まれており、この封水筒１７の上
端部が洗い場用排水孔２０となっている。
【００２０】
　図９に示すように、洗い場側トラップ本体部１６の上部外周部の片側半分に沿って前記
第１排水筒部２７に接続される第１排水路７が形成され、他の片側半分に沿って前記第２
排水筒部２８に接続される第２排水路８が形成されている。さらに洗い場側トラップ本体
部１６には洗い場パン排水トラップ６内の排水を排出する第３排水路９が形成されており
、この第３排水路９の出口部１４は第１排水路７の出口部１２と連通している。これら３
つの出口部１２～１４は、一箇所に集まって筒状をした合流部３６に連通していると共に
、この合流部３６に排水管（図示せず）が接続されている。これにより３つの出口部１２
～１４からの排水が一箇所の合流部３６で合流して排水管から排出される。なお本例では
３つの出口部１２～１４から合流部３６への排出方向（矢印イ、ロ、ハで示す方向）がほ
ぼ平行となっている。
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【００２１】
　図１０は、浴槽側トラップ本体部２３の上面外周部を覆う流路閉止部材３７を示してい
る。流路閉止部材３７は中央が開口した円環状に形成されており、第１排水路７を上から
覆うカバー部７ａと、第２排水路８を上から覆うカバー部８ａとを備えている。本例では
第１排水路７を覆うカバー部７ａの内面から４個のリブ３８～４０が突設されている。第
１、第２のリブ３８は第１排水路７内に流れる排水の勢いを制限するためのものであり、
必ずしも２個に限らず１個でもよい。第３のリブ３９は第１排水路７の出口部１２（図９
（ａ））の真上に位置して、該出口部１２を狭めて排水流量を制限するためのものであり
、第４のリブ４０は第１排水路７内の排水が隣接する第３排水路９内に流れ込まないよう
にするためのもので、第１～第３のリブ３８、３９よりも下方へ大きく突出している。
【００２２】
　ここで、本発明においては、図１に示すように、合流部３６と浴槽パン３の浴槽パン排
水部３０とを接続する空気吸入管１０を備えている。空気吸入管１０の途中には、封水を
溜めるトラップ部１８と、トラップ部１８と合流部３６との間に介在されて流出口１９ｂ
が流入口１９ａよりも上方に配置された水溜め部１９とが設けられている。
【００２３】
　空気吸入管１０の吸気口２５は、浴槽パン排水部３０の封水の上限水位Ｌ２（図１）よ
りも低い位置に配置されており、これにより通常時は空気吸入管１０のトラップ部１８内
に封水が溜められている。
【００２４】
　さらに空気吸入管１０の吸気口２５は、洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限
水位Ｌ１よりも高い位置に配置されており、これにより合流部３６で負圧が発生したとき
に洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる前に、空気吸入管１０から合流部３６に空気
が吸引されることで、合流部３６で発生した負圧を低減できるようになっている。
【００２５】
　ここで、空気吸入管１０内の封水量が各排水トラップ２、４、６内のそれぞれの封水量
よりも少なくなるように、空気吸入管１０の径を細く形成してある。また、空気吸入管１
０の水溜め部１９は、トラップ部１８よりも上方位置に設置されると共にトラップ部１８
内の容積よりも大きな容積のチャンバーで構成されている。また水溜め部１９の流出口１
９ｂが流入口１９ａよりも上方に位置するように、水溜め部１９の対角方向に流出口１９
ｂと流入口１９ａとを配置してあり、これにより流入口１９ａから流入する封水を流出口
１９ｂから流出させずに、流入口１９ａから流入する空気のみを流出口１９ｂから流出さ
せるようにしている。図１の例では、流入口１９ａと流出口１９ｂとを結ぶ対角線よりも
下方領域に封水を一時的に逃がすためのタンク部とし、上方領域を空気経路としている。
さらに流入口１９ａ近傍には上下二股形状に分岐した分岐通路４１が設けられ、下側分岐
路４１ａを下方領域に向け、上側分岐路４１ｂを上方領域に向けることで、水溜め部１９
内で封水と空気とがスムーズに分流されるようにしている。
【００２６】
　上記水溜め部１９の流出口１９ｂは、合流部３６よりも上方位置に配置した空気吐出管
２６を介して合流部３６の天井面に開放されている。これにより、合流部３６から排水管
へと排出される水が空気吸入管１０内部に逆流するのを防止しながら、合流部３６内に発
生する負圧によって空気吸入管１０からの空気吸引が可能となっている。
【００２７】
　なお図６～図８は空気吸入管１０の構成部品の一例であり、図６はトラップ部１８を構
成するＬ字管４３であり、図７は流入口１９ａと分岐通路４１とを構成する二股連結エル
ボ４４であり、図８は水溜め部１９を構成する平面視弧状をしたタンク管４５である。二
股連結エルボ４４の流入口１９ａにはＬ字管４３が接続され、二股に分かれた下側分岐路
４１ａがタンク管４５の下側開口４５ａに接続され、上側分岐路４１ｂがタンク管４５の
上側開口４５ｂに接続されることで、図１に示す水溜め部１９が構成されるものである。
図８中のＷはタンク管４５内に押し込められる封水であり、Ｍはその上を通過する空気の
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流れ方向である。なお空気吸入管１０の構成部品は図６～図８に限らず、適宜設計変更自
在である。
【００２８】
　次に排水動作を説明する。
【００２９】
　通常時は、図１１（ａ）、（ｂ）のように浴槽パン排水部３０内の封水の上限水位Ｌ２
が空気吸入管１０の吸気口２５よりも高い水位にあるため、空気吸入管１０の吸気口２５
は浴室内に開放されず、空気吸入管１０のトラップ部１８内部に溜められた封水により水
密的に封止されている。なお排水トラップ２、４、６も同様に封水で水密的に封止されて
いる。
【００３０】
　先ず、浴槽排水を行なう場合を図１１～図１３を参照して説明する。図１１（ｃ）のよ
うに浴槽排水時に浴槽排水トラップ２から第１排水路７を経て合流部３６に大量の浴槽水
が排水されると、合流部３６に大きな負圧が発生する。これにより、浴槽パン排水トラッ
プ４内、洗い場パン排水トラップ６内、空気吸入管１０内のそれぞれの封水に対して引き
込み力が作用する。このとき、図１２（ａ）→（ｂ）のように浴槽パン排水部３０の封水
高さが空気吸入管１０の吸気口２５よりも低い水位Ｌ３（＜Ｌ２）まで下がると、この段
階で空気吸入管１０の吸気口２５が浴室内に開放されて、空気吸入管１０の吸気口２５か
ら浴室内の空気の吸引が開始される。またこのとき、空気吸入管１０の径を細くして空気
吸入管１０内の封水量を浴槽排水トラップ２の封水量よりも少なくしているので、空気吸
入管１０内の封水が早く引き込まれるようになり、その封水がトラップ部１８から水溜め
部１９へ移動する。ここで、水溜め部１９の流出口１９ｂは流入口１９ａよりも上方に配
置されているため、流入口１９ａから流入した封水は流出口１９ｂから抜け出ることがで
きずに水溜め部１９の底部に押し込められた状態（図１２（ｃ）の状態）で保持され、こ
の状態で、水溜め部１９内には流出口１９ｂから流入口１９ａに抜ける空気通路が形成さ
れ、水溜め部１９から抜け出た空気が空気吐出管２６を通って合流部３６の天井面から吸
引される。この吸引された空気が合流部３６内部に満たされた水中に混入することにより
、合流部３６の負圧が低下する。つまり、空気吐出管２６から合流部３６内に空気が吸引
され続けることによって、合流部３６の負圧が継続して低下するようになり、洗い場パン
排水トラップ６の封水切れを防止する。またこのとき、空気吸入管１０の吸気口２５は洗
い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限水位Ｌ１よりも高い位置に配置されているの
で、洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる前に、合流部３６の負圧を低下できるもの
であり、この結果、洗い場パン排水トラップ６の封水切れを防いで、封水切れ状態で空気
が吸い込まれる際の不快な「ゴボゴボ音」の発生をなくすことができる。また本例では、
浴槽パン排水トラップ４の封水が切れる下限水位が、洗い場パン排水トラップ６の封水が
切れる下限水位Ｌ１と同じ水位かそれよりも低い水位となっているので、浴槽パン排水ト
ラップ４の封水切れによる騒音発生も防止できる。
【００３１】
　その後、浴槽排水が完了すると、合流部３６が正圧状態に戻ることにより空気吸入管１
０からの空気吸引が終了する。これにより図１３（ａ）→（ｂ）→（ｃ）のように、水溜
め部１９に一時的に溜められていた封水が自然落下により水溜め部１９の流入口１９ａか
らトラップ部１８へと戻るので空気吸入管１０は元の封止状態に復帰する。従って、浴槽
排水後に空気吸入管１０の封水切れを起こすこともない。
【００３２】
　一方、洗い場排水の場合を図１４～図１６を参照して説明する。図１４（ａ）は通常時
を示し、洗い場パン５上に排水が多量に溜まると、図１４（ｂ）→（ｃ）のように洗い場
排水口の真下に位置する洗い場パン排水トラップ６内に排水され、さらに第３排水路９を
経て合流部３６から排水管へと排出される。このとき排水が勢いよく流れることにより、
合流部３６に大きな負圧が発生して、浴槽排水トラップ２側の第１排水路７内、浴槽パン
排水トラップ４側の第２排水路８内、空気吸入管１０内のそれぞれの封水に対して引き込
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み力が作用するが、前記浴槽排水の場合と同様、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水ト
ラップ４の封水が切れる前の段階で、図１５（ａ）のように浴槽パン排水部３０内の封水
高さが空気吸入管１０の吸気口２５よりも低い水位Ｌ３まで下がった段階で、空気吸入管
１０の吸気口２５が浴室内に開放されて空気吸引が開始されることで、図１５（ｂ）→（
ｃ）のように水溜め部１９内に封水を押し込めた状態で空気吸入管１０内に空気経路が形
成され、これにより、空気吸入管１０から吸引された空気が合流部３６内部に満たされた
水中に混入することにより、合流部３６の負圧が継続して低下するようになり、この結果
、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ４の封水切れを防止できるものであり、
また、排水完了後は、図１６（ａ）→（ｂ）→（ｃ）の順に空気吸入管１０内が封水にて
水密的に封止された元の状態に復帰するものである。
【００３３】
　しかして、通常時は空気吸入管１０内を封水で水密的に封止できるものでありながら、
排水時に合流部３６に大きな負圧が発生した時は空気吸入管１０内に空気経路が形成され
て、合流部で発生した負圧の低下によって封水切れに起因する騒音防止を図ることができ
る利点がある。
【００３４】
　しかも排水完了後は、空気吸入管１０の水溜め部１９内に保持されていた封水がトラッ
プ部１８に自然落下して空気吸入管１０が直ちに封水にて水密的に封止された状態に復帰
するので、排水後の空気吸入管１０の封水切れを防止できる利点がある。
【００３５】
　また本例では、空気吸入管１０の径を、空気吸入管１０内の封水量が各排水路７～９内
のそれぞれの封水量よりも少なくなるように、細く形成したので、合流部３６内の負圧発
生時には、空気吸入管１０内の封水が最も早く引き込まれて合流部３６内への空気吸引が
迅速に行なわれる利点がある。
【００３６】
　また、水溜め部１９をトラップ部１８の容積よりも大きな容積のチャンバーで構成する
と共に、流出口１９ｂを流入口１９ａよりも上方に配置したことにより、トラップ部１８
からの封水を水溜め部１９内の下方領域に漏れなく押し込めて保持しながら、水溜め部１
９の上方領域に空気経路を容易に確保できると共に、この水溜め部１９内を通過する空気
は封水と干渉しないため、空気の引き込みが抵抗なくスムーズに行なわれる利点がある。
【００３７】
　さらに、浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ４の封水が切れる下限水位が、
洗い場パン排水トラップ６の封水が切れる下限水位Ｌ１と同じ水位か或いはそれよりも低
い水位としているので、空気吸入管１０の吸気口２５は、すべての排水トラップ２、４、
６の封水が切れる下限水位よりもそれぞれ高く配置されることとなり、浴槽水の排水時に
は洗い場パン排水トラップ６及び浴槽パン排水トラップ４の封水切れをそれぞれ防止でき
、一方、洗い場パン５の排水時には浴槽排水トラップ２及び浴槽パン排水トラップ４の封
水切れをそれぞれ防止できる利点もある。
【００３８】
　なお、前記実施形態では、水溜め部１９内の流入口１９ａ近傍に上下二股形状に分岐し
た分岐通路４１を設けて封水と空気とを分流させる構造としたが、分岐通路４１は省略可
能である。この場合、水溜め部１９の流入口１９ａにおいて空気の侵入方向と封水の浸入
方向とが同じとなるが、空気より重い封水は水溜め部１９の下方領域に向かって移動し、
空気はその上方領域に向かって移動することから、水溜め部１９内で空気と封水との混在
を防止でき、空気のスムーズな引き込み効果が得られる。
【００３９】
　図１７～図１９は他の排水構造の一例である。図１７は、浴槽パン３に浴槽パン排水部
３０とは別の排水口を設け、この別の排水口に空気吸入管１０の吸気口２５を接続したも
のであり、他の構成は図１と同様である。図１８は、空気吸入管１０の吸気口２５を洗い
場パン排水トラップ６内部に挿入して、吸気口２５を洗い場パン排水トラップ６の封水が
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切れる下限水位よりも高い位置で且つ洗い場パン排水トラップ６の封水の上限水位よりも
低い位置に配置したものであり、他の構成は図１と同様である。図１９は、浴槽パン排水
トラップ４の第２排水路８を洗い場パン排水トラップ６の第３排水路９に合流させ、この
第３排水路９と浴槽排水トラップ２の第１排水路７とを合流部３６で合流させたものであ
り、他の構成は図１と同様である。これら図１７～図１９のいずれの排水構造においても
、前記実施形態と同様に、通常時は空気吸入管１０内を封水で水密的に封止できるもので
ありながら、排水時には排水トラップ２（４，６）の封水切れによる騒音発生を防止でき
る効果が得られるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態のトラップ装置を用いた浴室の排水構造を説明する概略構成
図である。
【図２】同上のトラップ装置の斜視図である。
【図３】同上のトラップ装置の平面図である。
【図４】同上のトラップ装置の側面断面図である。
【図５】（ａ）～（ｅ）は同上の浴槽側トラップ本体部のエルボの平面図、左側面図、右
側面図、正面図、側面断面図である。
【図６】（ａ）（ｂ）は同上の空気吸入管のトラップ部を構成するＬ字管の平面図、一部
破断した正面図である。
【図７】（ａ）～（ｃ）は同上の空気吸入管の分岐通路を構成する二股連結エルボの側面
断面図、下面図、側面図である。
【図８】（ａ）は同上の空気吸入管の水溜め部を構成するタンク管の一部破断した正面図
、（ｂ）は側面図、（ｃ）は平面図、（ｄ）は（ｃ）のＤ－Ｄ線断面図である。
【図９】（ａ）～（ｄ）は同上の洗い場側トラップ本体部の平面図、側面図、正面から見
た断面図、背面から見た断面図である。
【図１０】同上の浴槽側トラップ本体部の上面外周部を覆う流路閉止部材を下面から見た
斜視図である。
【図１１】（ａ）～（ｃ）は同上の浴槽水排水開始時の動作説明図である。
【図１２】（ａ）～（ｃ）は同上の浴槽水排水途中の動作説明図である。
【図１３】（ａ）～（ｃ）は同上の浴槽水排水終了後の動作説明図である。
【図１４】（ａ）～（ｃ）は同上の洗い場排水開始時の動作説明図である。
【図１５】（ａ）～（ｃ）は同上の洗い場排水途中の動作説明図である。
【図１６】（ａ）～（ｃ）は同上の洗い場排水終了後の動作説明図である。
【図１７】他の実施形態であり、同上の浴槽パンに浴槽パン排水部とは別の排水口を設け
、この別の排水口に空気吸入管の吸気口を接続した場合の一例を示す断面図である。
【図１８】更に他の実施形態であり、同上の空気吸入管の吸気口を洗い場パン排水トラッ
プ内部に挿入して、吸気口を洗い場パン排水トラップの封水が切れる下限水位よりも高い
位置で且つ洗い場パン排水トラップの封水の上限水位よりも低い位置に配置した場合の一
例を示す断面図である。
【図１９】更に他の実施形態であり、同上の浴槽パン排水トラップの第２排水路を洗い場
パン排水トラップの第３排水路に合流させ、この第３排水路と浴槽排水トラップの第１排
水路とを合流部３６で合流させた場合の一例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　浴槽
　２　浴槽排水トラップ
　３　浴槽パン
　４　浴槽パン排水トラップ
　５　洗い場パン
　６　洗い場パン排水トラップ
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　７　第１排水路
　８　第２排水路
　９　第３排水路
　１０　空気吸入管
　１８　トラップ部
　１９　水溜め部
　１９ａ　流入口
　１９ｂ　流出口
　２２　トラップ装置
　２５　空気吸入管の吸気口
　３０　浴槽パン排水部
　３６　合流部
　Ｌ１　下限水位
　Ｌ２　上限水位
 

【図１】 【図２】

【図３】
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